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チーム名 転倒を防ぎ隊

ふりがな 　　　　　　　　　　 すずき  　ともみ

発表者(職種) 鈴木　智美　（看護師）

ふりがな てんとうをふせぎたい

いわき湯本病院施設名

取り組種別 問題解決型

鈴木　智美　（看護師）

四家　里枝 介護職

矢内　遥 理学療法士

渡邉　菜月 作業療法士

看護師

看護師渡邉　千晴

佐藤　智恵子 看護師

リスクマネージャー

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）　転倒に起因する転倒転落の件数

（目標値）　０

1　運動機能変化時はカンファレンスにて排泄手段の変更を行い看護計画に反映
2　ポータブルトイレの使用基準を見直し、介助でのポータブルトイレの使用をやめトイレへの誘導を行う
3　排泄パターンに合わせた排泄誘導・リハビリ予定の立案を行う
4　部屋毎の担当看護師制とし5回以内のナースコール対応を行う
5　ピクトグラムを活用し誰でも介助方法が分るように
6　対象患者は消灯前には排泄誘導してから入眠を促す

（実施前）　3.3

（実施後）　0

ピクトグラムを排泄マニュアルに追加し排泄委員会で見直しを行っていく
就寝前の排泄誘導を看護基準に追加する
排泄に起因したインシデントが発生した場合はカンファレンスで振り返りを行う
運動機能変化時のカンファレンスの実施をリスク委員が確認する
排泄パターンが看護計画に反映されているか記録監査で確認する
ポータブルトイレの使用状況を排泄委員が確認する
リハビリの予定に排泄パターンが考慮されているか確認する

鈴木　真由美

②複数の職場が連携した活動

②安全の向上をめざすもの

①診療部門

鈴木　智美

リーダー名
（職種）

回

活動期間 令和6年７月　～　令和7年3月

演題名 排泄に起因する転倒転落の改善

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

転棟に起因とする転倒転落

分類

活動回数 13



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

【対策の立案と実施】

過去5年間で転倒転落インシデントは減少傾

向にあるがレベル3以上のインシデントが増加

している

自立、ほぼ寝たきりの患者が減少し介

護・見守りの患者が増加している

月平均3.3件の排泄に起因

する転倒転落が発生してい

る



【対策の立案と実施】

【効果の確認】 中間評価

【要因解析】

減少したが0には至らず
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【対策の立案と実施】

【効果の確認】

最終評価　：　2025年1月
【効果の確認】 【効果の確認】 波及効果

【標準化と管理の定着】 【反省と今後の進め方】

無形効果

発生0件 目標達成


